




































平成年 15 16 17 18 19 20 21
宿泊旅行回数 2.81 2.78 2.89 2.72 2.42 2.36 ※2.31





































　観光地域群 X（観光地 A、B、C、D）コース BCD
　このコースの対象とするグループの観光地重心 G について
　B、C、D の座標は（xB、yB）、（xC、yC）、（xD、yD）で B、C、D は一平面上の場合
　　　xG ＝（xB ＋ xC ＋ xD）／３
　　　yG ＝（yB ＋ yC ＋ yD）／３










観光地群 X の旅客平均滞在状況を架空の表示したもので観光地 B 地の温泉地で宿泊し次の日は
3.m 時間観光滞在し観光地 C 地へ移動し4.n 時間観光しその地のホテルで宿泊、翌日 C 地から D
地に移動4.p 時間観光旅客滞在している。Ⅰ象限とⅣ象限を示す。
Ⅱ象限とⅢ象限を省略。



















No. pT（参加割合合計滞在時間） TB（B 地滞在） TC（C 地滞在） TD（D 地滞在） p（参加者数割合） T（滞在時間）
1 66.8 1.04 1.21 0.17 25.0％ 2.67
2 53.5 1.21 1.04 0.21 20.1％ 2.66
3 42.0 1.08 1.25 0.17 15.8％ 2.66
4 33.6 1.10 1.28 0.18 12.5％ 2.69
5 20.3 0.88 1.02 0.14 9.5％ 2.14
6 14.2 1.00 0.43 0.11 8.7％ 1.63
7 14.6 0.55 1.00 0.11 8.4％ 1.74
平均 34.98 0.980 1.033 0.156 14.29％ 2.311
観光コース BCD の滞在時間 pT は多変量として pT ＝ a1TB ＋ a2TC ＋ a3TD ＋ a0を考えるとき a1、a2、a3の係数を決定
共分散行列
列１ 列２ 列３ 列４
列１ 352.2963148
列２ 2.355637571 0.039457143 0.009571429 0.005428571
列３ 2.906396878 0.009571429 0.07204898 0.005897959
列４ 0.519519755 0.005428571 0.005897959 0.001195918











観光コース BCD の滞在時間 pT は３変量として pT ＝17.06TB ＋14.84TC ＋283.78TD －41.25
表３　仮想データの多変量解析
　今回は調査データが得られていない為、仮想データを使っての３変量の解析を表３で示している。参加割合合計滞
在時間 pT について、B 地 C 地 D 地の滞在時間 TB、TC、TD を変数として扱ったものとし、宿泊を伴う場合は１日
を加えて扱い表現した。分析ツール共分散を使い解析。pT の式は TB、TC、の係数より TD の係数が大きい。宿泊施
設が整備されていない観光地 D であると仮定した場合には、TD の取り得る大きさに制限がある。それと対象的に温







No. 観光収益 施設設備補助 イベント 広報
1 136 64 45 19
2 134 61 38 30
3 132 57 32 24
4 138 69 46 25
5 123 44 25 19
6 119 48 20 10
7 126 54 42 17
8 128 57 41 18
9 125 61 29 14
10 133 60 36 29
平均 129.4 57.5 35.4 20.5
列１ 列２ 列３ 列４
列１ 34.04
列２ 34.8 49.05 43.5 20.55
列３ 38.44 43.5 68.44 23.3






A－1＝ 0.049334 －0.02805 －0.00973
－0.02805 0.034535 －0.00616
－0.00973 －0.00616 0.036261
a1＝
a2＝
a3＝
c ＝
0.371297
0.182067
0.4218
92.95837
表４　仮想付加資料
　観光収益についても投資による効果があるとの仮定に基づいて施設設備、イベント、広報に線形的に関係している
ものと仮定した場合の結果でこの３つの項目では広報への投資が一番効果的であったとここでは導かれている。
　今後は調査データに基づいて仮定している変量について解析を試み良い近似となる関係式を導きたい。
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